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高
齢
者
の
皆
様
が

社
会
を
支
え
る
一
員

地
道
に
誠
実
な
仕
事
を

理
事
長

木
津
川
市
長

谷
口

雄
一

本
日
は
公
益
社
団
法
人
木

津

川

市

シ
ル
バ
ー
人

材

セ
ン

タ
ー
の
令
和
５
年
度
定
時
総

会
の
開
催
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

人
生
100
年
時
代
、
長
寿
社
会
へ
と
進
む
今
日

に
お
き
ま
し
て
、
高
齢
者
の
皆
様
が
豊
か
な
知

識
や
経
験
を
活
か
し
て
、
生
涯
に
わ
た
り
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
本
市
で
は
「
第
10
次
木
津
川
市
高
齢

者
社
会
福
祉
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
社
会
」
を
目
指
し
、

高
齢
者
の
皆
様
が
社
会
を
支
え
る
一
員
と
し

て
、
長
年
の
経

験
を
活

か
し
て
、
自
主

的
、
自

発
的
に
就
業
を
始
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

地

域
活

動

そ
し
て
文

化
教

養

活
動

な

ど
、
幅

広
く
社
会
に
参
加
・
貢
献
で
き
る
、
地
域
共
生

社
会

の
実
現
に
向

け
、
高

齢

者
福

祉

政
策

に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

公
益
社
団
法
人
木
津
川
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和
５
年

度
定
時
総
会
が
、
５
月
30
日
（火
）

午
前
10
時
か
ら
「い
ず
み
ホ
ー
ル
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
も

無
く
通
常
の
総
会
の
ス
タ
イ
ル

に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
年
よ
り
早
い
梅
雨
入
り
で

足
元
の
悪
い
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
63
人
の
会
員
の
皆
様
方

に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
和
田
弘

志
議
長
の
進
行
の
も
と
、
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
日
は
、

令

和

５
年

度

の
定

時

総

会

に
ご

出

席

い
た

だ
き

、
ま
た
日

頃

は
、
セ
ン

タ
ー
の
活
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令

和

４
年

度

は
、
コ
ロ
ナ

禍

が
や

や

沈

静

化

し
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
木
津
本
所
・

加
茂
・
山
城
支
所
と
も
に
、

契

約

金

額

が
大

幅

ア
ッ
プ

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
会
員
の
皆
様
の
努

力
の
結
果
で
あ
り
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ

て
今

年

度

は
新

た
に

「
第
３
次
中
期
５
か
年
計
画
」

の
初
年
度
を
迎
え
、
当
セ
ン

タ

ー
と
し
て
は
、
は
じ
め
て

２
億

５
千

万

円

の
契

約

金

額

を

目

指

す

も

の
で
あ

り

ま
す

。
そ

の
目

標

を

達

成

す
る
た
め
に
は
、
会
員
増
強

と
就

業

機

会

の
拡

大

策

の

検
討
に
あ
り
ま
す
。

お
陰
様
で
、
行
政
か
ら
全

体

の
約

60

％

の
仕

事

を

頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る

わ
け
に
は
参
り
ま
せ
ん
。
更

な
る
民
間
企
業
等
へ
の
営
業

活
動
が
必
要
で
す
。

あ
る
著
名
な
先
生
に
よ
る

と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
仕

事

は
、
ま
さ

に
「
地

産

地
消
」
だ
と
。
地
道
に
誠
実

な

作

業

を

コ
ツ
コ
ツ
行

い
、

地

域

社

会

の
信

頼

を

得

る

こ
と
で
貢

献

し
、
ま
た
、
環

境
美
化
等
の
お
役
に
も
立
っ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

今

後

も

課

題

は
山

積

で

す
。
こ
れ
を
一
つ
ず
つ
克
服

し
な
が
ら
、
皆
様
の
信
頼
を

継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
会

員

及

び
役

職

員

は
も

と
よ

り

関

係

機

関

の
皆

様

に
も

幅
広
く
ご
協
力
・
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

本

日

お
集

ま
り

の
皆

様

方

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
お
祈

り

申

し
上

げ

、
開

会

の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
読

田
中

達
男
副
市
長

理

事

長

挨

拶

藤
原

滋
之

総

会

で

の

来

賓

祝

辞

（

抜

粋

）

和田弘志 議長
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会 員 登 録 ２０年 表 彰会 員 登 録 １０年 表 彰

西
脇

幸
志

岡
部

貞
雄

才
治

増
美

山
村

高
司

鳥
居

重
徳

松
村

政
一

松
本

光
司

岡
﨑

洋

早
瀬

光
男

渡
邉

和
廣

池
尻

恵
美

（順
不
同
）

尾
崎

秀
一

石
田

順
造

知
念

勝
三

濱
出

武

木
本

幸
子

福
井

利
美

笹
川

千
惠
子

（
順
不
同
）

長岡一夫市議会議長

足立操振興局副局長

・
木
津
川
市
議
会
議
長

長
岡

一
夫
様

・
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
長

浅
山

尚
紀
様

か
ら
も
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

（代 読）

定

時

総

会

の

様

子



シルバーきづがわ

- 4 -

新
役
員
紹
介

理
事

窪
田

正
人

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
収
入
を
伴

う
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
高
齢
者
の

割
合
は
40
％
を
超
え
る
と
か
。
こ
れ
は

欧
米
の
そ
れ
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
も
高

い
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

当
法
人
の
果
た
す
役
割
は
大
変
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
理
事
と
し
て
、
五
か

年
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標
を
達
成

す
る
た
め
微
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
事

吉
田

充

私
自
身
、
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
初
め

て
出
会
っ
た
人
た
ち
や
新
し
い
仕
事
、

時
々
良
い
汗
を
か
く
こ
と
で
少
し
健

康
を
取
り
戻
せ
た
気
が
し
ま
す
。
今

後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動

を
通
じ
て
、
多
く
の
人
が
地
域
社
会
と

関
わ
り
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
生
き
が
い
を
も
ち
続
け
、
楽
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

専
務
理
事

兼
事
務
局
長

西
野
美
佐
子

こ
の
度
、
専
務
理
事
兼
事
務
局
長

に
就
任
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
で
満
23
年
と

な
り
ま
す
。
歴
代
の
局
長
に
続
き
「安

全
就
業
」を
第
一
に
、
会
員
の
皆
様
と

事
務
局
職
員
と
共
に
地
域
に
根
ざ
し

た
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

て
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

退
任
さ
れ
た
役
員
の
皆
様

中
野

嘉
友

向
井

房
和

田
中

正
司

廣
瀬

秀
隆

大
西

寛
典

お
疲
れ
様
で
し
た
。

役

員

名

簿（敬
称
略
）

理

事

長

副
理
事
長

専
務
理
事

兼
事
務
局
長

理

事
〃〃〃〃〃〃〃〃

監

事
〃

藤
原

滋
之

中
岡

新
次
郎

林

紀
男

三
浦

カ
ヨ
子

小
豆

武
男

窪
田

正
人

牧
野

安
邦

浅
井

正
満

吉
田

充

和
田

弘
志

山
本

昌
宏

立
岡

宣
雄

西
川

千
惠
子

〈新
任
〉

〈新
任
〉

〈新
任
〉

〈新
任
〉

な
お
、
役
員
の
任
期
は
令
和
７
年
度
の
定
時
総
会

終
結
の
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

監
事西

川
千
恵
子

こ
の
度
、
新
し
く
監
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
西
川
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
り
、
4
年
目
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
ま
た
新
し
い

事
に
も
挑
戦
さ
せ
て
頂
き
ワ
ク
ワ
ク

と
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

監
事
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に

教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
の
皆
様
は
、
こ
れ
か
ら
第
３

次
中
期
５
か
年
計
画
の
目
標
数
値

達
成
に
向
け
て
、

●
会
員
増
強
・普
及
啓
発
班

●
就
業
拡
大
班

の
二
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
課
題
は
、
シ
ル
バ
ー

事
業
推
進
の
両
輪
で
あ
り
、
最
重

要
課
題
と
し
て
理
事
・
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

理
事

健
康
福
祉
部
長

山
本

昌
宏

平
素
は
、
本
市
の
高
齢
者
施
策
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、
高
齢

者
の
方
々
に
働
く
機
会
の
提
供
を
通

し
て
、
生
き
が
い
の
充
実
、
生
活
の
安

定
及
び
地
域
社
会
の
活
性
化
な
ど
を

推
進
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
験
豊
か
な
会
員
の
皆
さ
ま
の
元

気
な
力
を
活
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
更
な
る
成
長
と
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
関
係
者
の
皆
様
と
協

力
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西
野

美
佐
子

〈新
任
〉
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令和４年度は、長引く新型コロナウイルスの影響に世界情勢の不安定さが加わり、日本経済や私

達の暮らしも大きな影響を受けた一年でした。シルバー人材センター事業についても、ここ数年の

コロナ禍に於いて、会員数や契約金額高の減少などに大きな影響を与えています。こうした中、当

センターでは役職員が会員増強と就業拡大の二つの班に分かれて取組みを進めた結果、会員数・契

約金額ともに前年度を上回ることができました。また、インボイス制度の施行に備え、事業を安定

的に運営するために、事務費率を引き上げて対応することに決定しました。さらに、令和５年度か

ら令和９年度までの課題や方向性、目標達成に向けた取組み、数値等を設定し、「第３次中期５か

年計画」として策定しました。

合計（4３5人）合計（４23人） 合計（4３0人）

令和５年度は、物価高を克服しつつ、経済をしっかり立て直すことが最優先課題となります。シ

ルバー人材センター事業についても、まずは会員数を回復させた上で、更なる発展を目指していく

ことが重要です。また、１０月からインボイス制度が導入されることになり、事業を安定的に運営

することが求められます。当センターでは、諸物価高騰への対応も含め、事務費率の引上げにより

対応することとなりましたが、経費の負担が大きくなるのは明確です。このような中、今年度は

「第３次中期５か年計画」の初年度となり、木津川市の高齢者の「活躍の場づくり」「生きがいづ

くり」の手助けをするために、更なる発展を目指すとともに、目標数値達成のため、役職員一丸と

なって進めてまいります。

（主な計画内容）

・引続き女性会員の確保に努めます。女性比率３０％を目指します。

・就業開拓チラシの配布に努めます。女性会員向けの仕事の開拓にも努めます。

・事故ゼロを目指します。事故の発生時には、原因を調査・分析し、再発防止に努めます。

・ＫＳＣレンジャーを広く活用し、センター事業の拡大・ＰＲに努めます。

・地域班活動や各種会員研修会を実施します。

・人権啓発研修会への参加を促進します。

（派遣を含む）

合計（230,360千円） （232,548千円） （247,326千円）

＜最終年度（令和９年度）目標値＞

会員数 ４９５人 契約金額（「請負・委任」「派遣」事業合計） ２６７,０００千円

＜毎年度目標値＞

目標値 令和４年度実績 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

会員数（内女性） 435(121)人 447(127)人 459(133)人 471(139)人 483(144)人 495(149)人

契約金額 247,000千円 251,000千円 255,000千円 259,000千円 263,000千円 267,000千円
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実施日：令和4年12月8日（木）

令和5年4月25日（火）

会員の皆様方を対象に安全就業の一

環として、京都府農業機械士協議会よ

り講師をお招きして開催しました。

飛散防止の対策を
忘れずに！！

庭木の手入れ講習会草刈機取扱い等の講習会

実施日：令和4年12月21日（水）23日（金）

高齢者活躍人材確保育成事業

京都府シルバー人材センター連合会主

催で講師にはTV等で御活躍をされている

「畑明宏先生」をお招きして講義と実技

の講習を開催しました。

その内3人の
方が入会され
ました。

実施日：令和5年1月19日（木）

毛筆宛名書き講習会

今年度もたくさんのご応募をいただきました。

京田辺市シルバー人材センターの毛筆筆耕班

で活躍をされている菅野会員に講師をお願い

して開催しました。

参加 一般市民 11人
会員 1人

健 康 講 座

実施日：令和5年3月16日（木）

こまの鍼灸接骨院の院長をお招きして

健康講座を開催しました。

「人生100年歩き続けるためにやっては

いけない事」をテーマに講演をしてい

ただきました。

フレイル予防
が大切！
健康第一！

各種講習会

あご紐も 気持ちも締めて 事故回避

これくらい 思う作業に 潜む事故

矢野 正臣さん

古木 俊信さん

令和５年度の安全標語２点が選出されました！

抽選で11人の方
が参加

25人参加
30人参加

23人参加

２２人６５作品の応募がありました。 多数のご応募ありがとうございました。
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当
セ
ン
タ
ー
の
設
立
当
初
か

ら
の
会
員
で
、
女
性
会
員
の
中

で
も
最
高
齢
だ
と
思
い
ま
す
。

60
歳
を
過
ぎ
て
す
ぐ
に
、
入

会
登
録
し
ま
し
た
。

今
ま
で
し
て
き
た
仕
事
は
二

十
数
か
所
で
、
あ
ら
ゆ
る
職
種

に
就
い
て
き
ま
し
た
。
一
番
楽

し
か
っ
た
の
は
、
木
津
川
台
の
公

園
の
花
植
え
で
す
。
ま
ず
、
花

苗
の
仕
入
れ
先
を
探
す
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

精
華
町
に
花
農
家
さ
ん
が
い

る
の
を
知
り
訪
れ
る
と
、
大
き

な
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
何
千

も
の
花
を
育
て
て
お
ら
れ
、
そ

の
中
か
ら
好
き
な
花
を
選
ん
で

く
れ
て
い
い
と
言
わ
れ
た
時
は

感
激
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
花
を
植
え
て
も
子

供
た
ち
の
ボ
ー
ル
遊
び
で
駄
目

に
な
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

近
く
に
お
住
ま
い
の
住
民
の
方

に
は
、
大
変
仲
良
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今

で
も

懐

か
し
く
、
公

園

を

覗

き

に

行

く

こ

と

が

あ

り

ま
す
。

ま
た
、
当
時

は
車

を

運

転

す

る
女

上治 育子さんに

現
在
は
ゴ
ー
ル
ド
会
員
で
す
が
、
総
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
サ
ロ

ン
、
バ
ス
旅
行
な
ど
セ
ン
タ
ー
行
事
に
は
意
欲
的
に
参
加
！

花
が
大
好
き
な
上
治
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和５年

３／９ （木）

日 帰 り親 睦 研修 会
『二条城』～〈がんこ高瀬川二条苑〉～『植物園』

庭園を眺めながら久々の宴会×料理を楽しみました
♪

♪

京都市

性
会
員
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
色
ん
な
所
に
仕
事
（主
に
清

掃
作
業
）で
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
東
部
交
流
会
館
や
社

協
、
体
育
館
、
兜
台
集
会
所
な

ど
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
は
、
と
こ

と
ん
綺
麗
に
仕
上
げ
て
き
ま
し

た
。平

成
30
年
４
月
か
ら
は
、
主

人
に
先
立
た
れ
、
車
の
免
許
を

返
納
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
ゴ
ー

ル
ド
会
員
に
移
行
し
ま
し
た
。

今
は
毎
日
、
報
知
新
聞
を
読
む

の
が
日
課
で
す
。
若
い
頃
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
で
、
色
ん

な
記
事
に
興
味
を
持
つ
こ
と
、

活
字
を
読
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

週
に
一
回
は
歌
の
教
室
に
通
い
、

健
康
を
考
え
た
食
事
を
作
り
、

散
歩
も
必
要
で
す
が
、
膝
に
痛

み
が
来
な
い
程
度
に
抑
え
て
、

健
康
で
動
け
る
体
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

今
で
も
、
同
級
生
が
や
っ
て

い
る
焼
き
鳥
屋
で
月
に
２
回
ほ

ど
同
窓
会
を
し
、
遅
く
ま
で
お

喋
り
を
す
る
の
が
何
よ
り
楽
し

い
で
す
。
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編
集
後
記

広
報
委
員

委
員
長

林

紀
男

副
委
員
長

西
川
千
惠
子

委

員

牧
野

安
邦

〃

古
木

俊
信

〃

山
本

春
代

マ
ス
ク
を
す
る
と
息
苦

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
で
も
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
や
親
切
に

で
あ
う
と
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
す
。

逆
に
、
心
無
い
出
来
事

に
遭
遇
し
た
り
見
掛
け
る

と
悲
し
く
な
り
ま
す
ね
。

「
親
切
は

し
て
も
さ
れ

て
も

笑
顔
呼
ぶ
」

「
意
地
悪
は

し
て
も
さ

れ
て
も

心
病
む
」

シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で
お
客

様
と
接
し
た
時
に
こ
の
言

葉
が
ふ
っ
と
出
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

一
日
一
回
他
人
に
親
切

に
す
る
と
、
健
康
長
寿
に

効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
。

暑
い
季
節
で
す
が
、
コ
ロ

ナ
に
も
熱
中
症
に
も
負
け

ず
、
誰
か
に
そ
っ
と
寄
り

添
い
、
楽
し
く
元
気
を
維

持
し
た
い
も
の
で
す
。

シ
ル
バ
ー
作
品
館

事
務
局
だ
よ
り

公益社団法人木津川市シルバー人材センター 京都府木津川市木津神田2番地１

TEL：0774-72-6690 FAX：0774-72-7314 URL:http://www.0774.or.jp/sjc/

編集・発行

文
芸
の
部

巡
礼
で

四
季
の
花
咲
く

西
国
寺

若
葉
も
ゆ

木
々
の
ま
わ
り
で

つ
か
れ
と
る

古
川

兼
一
さ
ん

『

俳
句
』

写
真
の
部

絵
画
工
芸
の
部

「鮎」 伊賀上純一さん

O . M さん

ブルーインパルスセツブンソウ

か
た
く
り

栗原保治さん住井聡さん

黒
部
峡
谷
（富
山
）

恩
納
村
（沖
縄
）

気
仙
沼
（宮
城
）

皆
様
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

４
月
よ
り
事
務
局
体
制
に
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

事
務
局
長

西
野
美
佐
子

（
異
動
前
次
長
）

次
長

小
川

博

（
異
動
前
課
長
）

退
職

中
野

嘉
友

「ボトルシップ」木戸 明さん

七宝焼き他

ペンダントヘッド


